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長 岡 市 長 森  民 夫 様

〒 91419-2141013

申請者 住   所 Ⅲ…長岡立与榎町本与板2435番 地13

団 体 名  な ごみの△
バ

平成 24年 度 長 岡市地域占ミュニティ事業補助金交付申請書

平成 24年 度 長岡市地域コミュニティ事業補助金の交付を受けたいので、次のとおり申請 します。
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平成24年  4月 27″日

名業事 楽山亭活性化事業

卜、恭
27

事 業 概 要

【目的】
・与板地域の歴史的建造物 「楽山亭」を交流活動の場として定期的に開放す

ることで、地域住民の身近な交流の場としての認識を高め、与板地域の活

性化を図る。
・天地人通りや町の駅との地理的関連に着目し、観光スポットとしての一体

感や魅力を高め、与板地域の活性化につなげる。
・歴史的建造物で日本の伝統的文化を体験することに価値を見出し、個人の

教養を深めると同時に世代を超えた交流を図る。

【内容】

1.抹 茶の呈茶 (来客者のおもてなし)

2.各 種かるた、投扇興、聞香、「論語抄」の素読など日本の伝統的文化の

体験

3.お 抹茶のお点前体験

4.特 別イベントとして 「聞香の会」、深山嫁菜を使った 「寄せ植え」、「唄と

三味線の会」、「音のくらし人形農と組みひもの実演」など  ‐

補 助 申 請 額 下記 (F)の額を記入 3 3 0 0 0 0 円
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支出の部合計ω
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補助対象外経費●)
555,500円 68,000円

事業を実施することにようて得られる収入

のうち、補助対象経費に充てるもの

(C)一①)=補助金算出対象額  (補 助率)

特定財源O)

補助金額 (E)

413,000円 330,400円

↓
補助金額 (E)の 千円未満切り捨てた額

※金額の上限は50万 円です

330,000円

74,500円

(F)

補助対象経費lC)

事業期間 (予定) 着 手 平 成 24年  5月  1日 完 了 平 成 25年  2月
毎す蜂宰

添 付 書 類
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○
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団体の概要説明書 (第2号 様式)

事業計画書 (第3号 様式)

事業の収支予算書 (第4号 様式)
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第2号様式
受付No ユ

平成24年 度 長 岡市地域コミュニティ事業補助金申請団体の概要

※ 個人情報保護の観点から、広く公開してもよいものなら
“
公開

"に
、そうでないものは甥卜公開

"に
O

を付けてください。            、           ヽ
※ 2の添付資料(名簿類・規約類)については、交付審査の際の資料として審査関係者に提示する場

合があります。

1.申 請団体の概要および申請事業の計画等【公開対象】

おヽ り が な なごみのかい

団 体 名 なごみの会

代 表 者 氏 名 (肩書 :代 表 )石 丸  優 子

設 立 年 月 日 町ロロGの 23年4角21日 構 成 員 数 14人

設  立  目  的

与板地域の歴史的建造物「楽山亭」において呈茶を通して交流を図

り、日本の伝統的文化を体験,継承する場として活用する。

これまでの活動実績

・5月～10月まで、日曜日に開放し、呈茶やガイドでおもてなしをした。
・各種かるたや投扇興、ミユ聞香などの伝統的遊びを実施した。
・特別イベントとして「着物のリフォーム展」(10日間開催)や「聞香の会」

を実施した。
B観光協会のイベント「天地人行列」、「お船の里町歩き」で呈茶をして協

力した。

過去の補助実績
(該当する場合のみ)

年度 1    補 助を受けた制度の名称    1  補 助金額(円)

231長 岡市地域コミュニティ事業補助金 263,000

添
付
資
料

事 業 計 画 '別添「第3号様式 事業計画書」のとおり

収 支 予算 等 B別添「第4号様式 事業の収支予算書」のとおり

その他、団体をPR

するパンフレット等
有 に重) (ど ちらかにOF口)

2.申 請団体の連絡先等【公開、非公開を選択※】

事 務 所 所 在 地 長岡市与板町本与板2435番 地13 に壺)・非公開】

電話 ・FAX番 号 等
目事言舌・FA》く 0258-72-3038  弔 者や常 09o-8257-1886 に垂)・非公開】
Eメールアドレス ishiishoDlum_Dlala_or iD

担 当 者 連 絡 先

氏 名 石 丸 優 子 に垂》・非公開】
件 前 長岡市与板ET水与梅243 5番 批 13

電話・FAX番 号等
電言舌・FAX0258-72-3038携 帯 090-8257-168C

Eメーリレアドレス ishtishpDlum_01ala or in

添
付
資
料

名簿またはこれに

類するもの
日別添のとおり 〔亜)・非公開】

規約またはこれに

類するもの
・別添のとおり ぐ聾助

・非合開】



なごみの会 会 則

(名 称 )

第 1条    こ の会は、なごみの会と称する。

(目
Ⅲ
的)

第 2条    こ の会は、楽山亭にて来客者を接待する。日本の伝統的文化を伝承 し、

体験及び学習を通 して与板地域から情報発信する。

(所在地)                               ｀

第 3条    こ の会の事務局は代表者宅 「長岡市与板町本与板 2435番 地 13」

に置 く。

(会 員 )

第 4条    こ の会は、上記の目的に賛同する個人で構成する。

(役 員 )

第5条    こ の会は次の役員を置く。

代表 1名 、 副 代表 2名 、 会 計 1名 、 監 事 数 名

(任 期 )

第6条
‐
 役 員の任期は1年とする。ただし、再任は妨げない。

(会 費 )

第7条    年 1回 会 員の会費を徴収する。

(会計年度)

第8条    こ の会の会計年度は毎年4月 1日から翌年3月 31日 までとする。

(監 査 )

第9条    監 事は、毎年会計閉鎖後監査を行い、その結果を代表に報告する。

(適 用 )          一

第 10条  こ の会則は、平成23年 4月 21日 より適用する。



第3号①様式

事 業 計 画 書

業事 名 楽山亭活性化事業

的目の
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‐
‐
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楽山亭を文化活動の場として定期的に開放することで、

地域住民または地域外からの訪問者との交流の場とし

て活用し、与板地域の活性化につなげる。 ″

1定 期的に楽山事が開放され、様々な催しが開催される

ことが認識されるにつれて、地域住民の来場が増えてき

た。また、「町の駅」との連携も効果を発揮して地域外か

らの来場者も増えてきた。
ロボランテイアの増員や運営方法の工夫
・地域の二一ズに応える企画や若い世代の参加のための

工夫
・効果的な情報発信のあり方  ,

状現

題課

容

ヽ
―
―
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実施月日

実施場所

参 加 者

実施内容 1 ,

別紙スケジュールのとおり

楽山亭(長岡市与板町与板甲627番 地甲)

延べ1,300名予定(平成23年度参加者実績)

抹茶の呈茶(来客者のもてなし)

各種かるたや投扇興、「論語抄」の素読、ミニ聞香な

ど日本の伝統的文化の体験、学習、伝承

お抹茶のお点前の体験

深山嫁菜を使つた「寄せ植え」、「唄と三味線の会」、
「人形展と組みひも実演」、「聞香の会」

3.

業

ル

事

一

の

ユ

度

ジ

年

ケ

本

ス
別紙スケジュールのとおり

地域活性化の波及性

=楽山亭を定期的に開放し、様々な催しを開催することで、地域住

民の交流の場として、また文化的活動を体験する場としての認識

が高まり、活動の継続と定着が期待されている。
日与板地域の観光スポットとして、町の駅などと連携しながら活動

することにより、他地域の人達からも楽山事の素晴らしさ、与板地

域の良さが認識され、与板地域の活性化につながると期待されて

いる。

※ 事業の内容は、詳細に記載してください。(別紙も可)



月 日 時 間 活 動 内 容

5 6 日 (日) 9 : 0 0～ 1 6 0 0 呈茶  「長岡音 ・おと,オ トの街」(観 光協会と連携 )

2 7日 (日) 9 : 0 0～ 1 6 0 0 呈茶

6

3日  (日 ) 9 : 0 0～ 1 6 0 0 呈茶  「論語抄」素読  「深山嫁菜を使つた寄せ植え」
講師 田 中弥生 先 生

1 0日 (日) 9 1 0 0～ 1 6 0 0 星茶

17日  (日 ) 9 : 0 0～ 1 6 0 0 呈茶

24日  (日 ) 9 : 0 0～ 1 6 : 0 0 呈茶

7

1日  (日 ) 9 : 0 0～ 1 6 0 0 呈茶   「 論語抄」素読   「 唄と二味線の会」

8日  (日 ) 9 00～ 16 0 0 呈茶

15日  (日 ) 9 : 0 0～ 1 6 0 0 塁茶   「 お点前体験教室」

2 2日 (日) 9 : 0 0～ 1 6 : 0 0 里茶

29日  (日 ) 9 : 0 0～ 1 6 0 0 呈茶

8

5日  (日 ) 9 : 0 0～ 1 6 : 0 0 呈茶  「 論語抄」素読

1 9日 (日) 9 : 0 0～ 1 1 6 : 0 0 呈茶

26日  (日 ) 9 : 0 0～ 1 6 0 0 呈茶

9

2 日 (巨) 9 : 0 0～ 1 6 : 0 0 呈茶  「 論語抄」素読

9日  (日 ) 9 1 0 0～ 1 6 : 0 0 呈茶

土
日
月

日

日

日

２

３

４

２

２

２

9 : 0 0～ 1 6 0 0

塁茶  「 昔の暮らし 人 形展」栃尾 杉 野シズさん

「組紐の実演」 吉 荒ツヤさん  そ の他

3 0日 (日) 9 1 0 0～ 1 6 : 0 0 呈茶   「 ミニ聞香」

1 0

6日 (土) 9 : 0 0～ 1 6 : 0 0 呈茶   「 天地人行列祭」(観光協会と連携)

7日  (日 ) 9 1 0 0～ 1 6 0 0 呈茶   「 論語抄」素読

14日  (日 ) 9 1 0 0～ 1 6 : 0 0 呈茶   お 船の里町歩き (観 光協会と連携)

2■ 日 (日) 9 : 0 0～ 1 6 : 0 0 呈茶

1 1 1 1日 (日) 1 0 : 0 0～ ■5: 0 0 呈茶   聞 香   講 師 中 尾和子 先 生
(会場 小 )|1屋)

1 平成 25年 写真展i

楽山亭活性化事業 平成24年度  年間スケジュール予定表 なごみの会

呈茶 (抹茶とお菓子のおもてなし)は 10:00～ 15:00ま でとする。無料。
「投扇興」を常設して置き、伝統的な遊びが体験できるようにする。

来場者のご希望に応 じて、各種カルタ (万葉カルタ、論語カルタ、百人一首、奥の細道
カルタ、いろはカルタ、啄木カルタ、動物カルタ、鳥カルタ)で 遊びながら学び、世代を
超えて 交流が出来るようにする。

「論語抄」の素読(史跡足利学校素議会 テ キネト使用)を、第 1日曜日・10:30時 に実施し、
定着を図りたい。

◎
◎
◎

◎



第3号②様式

継続申請の理由 (年次計画により段階的に実施する予定の事業のみ記入)

で

由

画

理計お
次

施

年

実

与板地域の歴史的建造物の「楽山亭」を定期的に開放し、与板

の町の歴史的な文化の由結を掘り起こし、地域住民及び地域外

からの訪問者との交流の場として活用し、与板地域の活性化を図

りたい。

世代を超えて、歴史的・伝統的文化の体験・伝承の場として、活

用の意義を高めたい。

別

ヶ

ル

度
数
一

年

事

ジ

1年 目
(平成23年度)

※1年 目の事業計画を記載してください

(例:〇〇〇の計画づくり、仲問集め)             ヽ

1.「なごみの会」の会員募集
2.抹茶のもてなし(呈茶)延 べ 1,300名

3,各種かるた、投扇興、ミニ聞香、きものリフォーム展、聞香
4.写真展

【事業費】521,000円(経費内訳:需用費関係357,000、報償費関係 89,000、使用料関係
421000、役務費関係 18,000、旅費関係 15,000)

2年 目
(平成24年度)

※2年 目の事業計画を記載してください

(例iOOOの イベント実施 本年度の申請)

発展的活動の実施一観光協会との連携

【連携事業の実施】
・「天地人行羽J」、「お船の里町歩き」

【独自のイベント実施】
口深山嫁菜を使つた「寄せ植え」講習会
・「論語抄」の素読、「人形展と組みひも実演」、「聞香」

【事業費】555,500円(経費内訳:需用費関係 367,000、報償費関係 91,000、委託料関係
20,000、役務費関係 25,000、旅費関係 301000、原材料費関係 22,500)

3年 目
(平成25年度)

※3年 目の事業計画を記載してください

(例iOOOの 工夫によるイベントヘと発展 OOOが 地域に定着)
・楽山亭でのおもてなし(呈茶)が地域に定着
口5月 ～10月 、日曜日の定期的開放
'観光協会との連携

フ

・独自のイベント実施

歴史的根拠を踏まえての「聞香」を継続実施

【事業費】400,000円(経費内訳:需用費関係255,000、報償費関係 90,000、役務費関係
25,000、旅費関係 30,000)



第4号様式

収入の部

事 業 の 収 支 予 算 書
(単位 :円)

項  目 予算額 内 訳

地域コミfテ ィ事業補助金 (F) 330,000

己

金

自

資

83,000 会費

特

定

財

源

寄附金

参加費 74,500
聞香の会 1,300円X40名

寄せ植え1,500円X15名

その他収入金

小  計 (D) 74,500

そ の

他
68,000 聞香の会弁当代 1,700円X40名

日 計 555,500

支出の部 (単位:円)

※ 項目欄が不足する場合は、同類の項目をまとめて記入し、細目は別紙に記載してご提出ください。

項  目 予算額 内 訳

補

助

対

象

経

費

消耗品費 240,500

香木、毛爵、茶せん、茶碗、懐紙、論語抄テキス

ト、額、インクカートリッジ、コピー用紙等事務用

消耗品

印刷費 50,000 資料コピー代、写真プリント代

委託料 20,000 看板作成

原材料費 22,500 寄せ植え(鉢、首木等)

報償費 91,000
講師謝礼 :聞香の会、唄と三味線の会、寄せ植

え、人形展、組ひも

交通費 30,000 講師交通費

食糧費 8,500 講師弁当代(1,700円X5名 )

通信費 25,000 切手代 20,000、小包送料 5,000

小  計 (C) 487,500

補

助

対

象

外

経

費

聞香の会 68,000 参加者弁当代 1,700X40名

小  計 (B) 68,000

合  計 (A) 555,500


